












要旨:在宅障害児の現状と問題点を明らかにするために,栃木県内の養護学校で在宅訪問教

育に携わっている教員全員(38名)にアンケート調査を行い,35 名(92%)から回答が得られ,

訪問教育対象生徒 109 名中 92 名(84%)についての実態報告を得た。教員は 1 人当たり 2.6

人の児童を担当し,授業の回数は,児童 1人当たり 1週間に 3回が最も多かった。主として

児童の世話をしている人は 79%で母親であった。児童は 51%が寝たきりで,76%が年齢相当

の 20%以下の知能程度であった。定期的に医療機関に通院している児は 67%で,てんかんの

合併は 57%に,薬剤の服用は 62%に認められた。教員からの希望としては，医療と教育機関

との連携,肢体不自由や視聴覚養護学校の増設,卒業後の進路問題の解決,母親への援助と

教育,教員が鼻腔内吸引を行える制度と指導などがあげられた。


